






要約:セグメント狭窄(SS)を 3型に分類した。A型(13 例)は,冠動脈瘤の形成が確認されて

いず,冠動脈内腔に認められているSS,B型(24例)は,閉塞した瘤内にSSが見られるものと

し,C 型(20例)は閉塞した瘤の外側に SS が形成されるものとした。出現時期は A型は川崎

病発症後 1年以内,B型は 5年未満,C 型は 5年から 11 年未満であった。心筋イメージング

における経過観察で,灌流欠損に変化を認められなかったのは,A 型に少なく,C 型で多く,

予後に有意差が認められた。 


